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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 52,817 24.6 5,227 15.4 5,548 11.3 3,620 34.4

28年３月期第３四半期 42,386 △2.5 4,531 8.8 4,987 12.1 2,694 4.4
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 2,915百万円( 17.6％) 28年３月期第３四半期 2,480百万円(△47.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 80.03 －

28年３月期第３四半期 59.48 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 107,186 53,632 49.3

28年３月期 99,947 51,716 51.1
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 52,879百万円 28年３月期 51,026百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00

29年３月期 － 12.00 －

29年３月期(予想) 12.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 24.0 9,000 19.7 9,200 13.3 5,400 19.0 119.36
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 46,918,542株 28年３月期 46,918,542株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 1,679,464株 28年３月期 1,678,115株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 45,240,140株 28年３月期３Ｑ 45,305,552株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済政策を背景として、企業収益や雇用情勢

は緩やかな回復基調となったものの、新興国経済の減速、英国の欧州連合(EU)離脱、米国の政権移行に伴う対米取

引の不確実性などを要因とした株価や為替相場の変動により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループは2018年度を最終年度とする中期経営計画「Morita Advance Plan 1000」

の初年度として、企業価値の向上に向けた諸施策に取組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は52,817百万円（前年同四半期比10,430百万円増、

24.6％増）となり、営業利益は5,227百万円（前年同四半期比696百万円増、15.4％増）、経常利益は5,548百万円

（前年同四半期比561百万円増、11.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,620百万円（前年同四半期比

925百万円増、34.4％増）となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①消防車輌

消防車輌事業は、国内マーケットシェアの向上に加え、前連結会計年度末に新たに連結子会社となったBRONTO

SKYLIFT OY ABの売上が寄与したことにより、売上高は30,409百万円(前年同四半期比64.3％増)となりました。

②防災

防災事業は、消火器及びパッケージ型自動消火設備「スプリネックス」の販売が第４四半期に偏重する見通し

であるため、売上高は12,181百万円(前年同四半期比5.5％減)となりました。

③産業機械

産業機械事業は、部品・メンテナンスの販売に注力したものの、製品受注の減少が影響し、売上高は2,933百万

円(前年同四半期比25.3％減)となりました。

④環境車輌

環境車輌事業は、製品受注及び販売が引き続き堅調に推移し、売上高は7,293百万円(前年同四半期比3.3％増)

となりました。

当社グループの売上高及び利益は、消防車輌事業の官公庁向け売上高の占める割合が高いこと等から、第４四

半期に偏る傾向にあります。

（２）財政状態に関する説明

　（財政状態の分析）

当第３四半期連結会計期間の総資産は107,186百万円（前連結会計年度末比7,238百万円の増加）となりました。

流動資産は、54,387百万円となり5,603百万円増加しました。これは主に、たな卸資産の増加6,948百万円の一方

で、受取手形及び売掛金の減少2,378百万円によるものです。

固定資産は、52,798百万円となり1,635百万円増加しました。うち有形固定資産は、33,289百万円となり1,322百

万円増加し、無形固定資産は、5,129百万円となり992百万円減少し、投資その他の資産は、14,379百万円となり

1,305百万円増加しました。

流動負債は、31,830百万円となり3,738百万円減少しました。これは主に、短期借入金の減少4,310百万円の一方

で、支払手形及び買掛金の増加2,002百万円によるものです。

固定負債は、21,723百万円となり9,061百万円増加しました。これは主に、長期借入金の増加8,470百万円による

ものです。

純資産は、53,632百万円となり1,915百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計

上3,620百万円、その他有価証券評価差額金の増加849百万円の一方で、剰余金の配当995百万円、為替換算調整勘定

の減少1,517百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の51.1％から49.3％となりました。

　

決算短信（宝印刷） 2017年01月27日 15時14分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社モリタホールディングス(6455) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 3 ―

　（キャッシュ・フローの状況）

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ372百万円増加の8,143百万

円となりました。なお、当四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、496百万円の収入（前年同四半期は1,061百万円の収入）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益5,547百万円の計上、仕入債務の増加額2,871百万円の一方で、たな卸資

産の増加額7,633百万円によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、4,108百万円の支出（前年同四半期は477百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出3,101百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に対する前

期未払分の支払による支出631百万円によるものです。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、4,041百万円の収入（前年同四半期は235百万円の収入）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入9,714百万円の一方で、短期借入金の純減少額4,233百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、平成28年10月28日に公表いたしました業績予想から変更しておりませんが、今

後の業績動向等を踏まえ修正が必要となった場合には速やかにお知らせいたします。なお、業績予想は現時点で入

手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性

があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,807 8,173

受取手形及び売掛金 24,050 21,672

電子記録債権 225 329

商品及び製品 3,032 3,943

仕掛品 6,414 10,297

原材料及び貯蔵品 4,719 6,873

その他 2,783 3,148

貸倒引当金 △248 △50

流動資産合計 48,784 54,387

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,912 7,986

機械装置及び運搬具（純額） 2,566 2,715

土地 18,633 18,953

建設仮勘定 2,530 3,266

その他（純額） 322 367

有形固定資産合計 31,966 33,289

無形固定資産

のれん 4,428 3,661

その他 1,693 1,467

無形固定資産合計 6,121 5,129

投資その他の資産

投資有価証券 10,042 11,282

退職給付に係る資産 918 912

その他 2,126 2,207

貸倒引当金 △12 △22

投資その他の資産合計 13,074 14,379

固定資産合計 51,162 52,798

資産合計 99,947 107,186
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,320 11,323

電子記録債務 7,853 8,721

短期借入金 9,005 4,694

1年内返済予定の長期借入金 25 842

未払法人税等 1,315 825

賞与引当金 1,071 540

役員賞与引当金 169 123

製品保証引当金 439 340

その他 6,366 4,418

流動負債合計 35,568 31,830

固定負債

長期借入金 4,651 13,121

退職給付に係る負債 3,528 3,881

役員退職慰労引当金 107 108

その他 4,374 4,612

固定負債合計 12,662 21,723

負債合計 48,230 53,553

純資産の部

株主資本

資本金 4,746 4,746

資本剰余金 4,331 4,331

利益剰余金 43,176 45,801

自己株式 △1,493 △1,496

株主資本合計 50,759 53,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,264 4,113

繰延ヘッジ損益 △13 5

土地再評価差額金 △2,604 △2,604

為替換算調整勘定 176 △1,340

退職給付に係る調整累計額 △556 △676

その他の包括利益累計額合計 266 △503

非支配株主持分 690 753

純資産合計 51,716 53,632

負債純資産合計 99,947 107,186
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 42,386 52,817

売上原価 30,408 37,880

売上総利益 11,978 14,936

販売費及び一般管理費 7,447 9,708

営業利益 4,531 5,227

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 115 115

受取賃貸料 62 62

持分法による投資利益 192 95

その他 186 192

営業外収益合計 564 469

営業外費用

支払利息 45 62

賃貸費用 7 7

その他 54 79

営業外費用合計 108 148

経常利益 4,987 5,548

特別利益

固定資産売却益 36 1

特別利益合計 36 1

特別損失

固定資産除売却損 4 2

投資有価証券評価損 － 0

関係会社株式売却損 600 －

会員権評価損 3 －

貸倒損失 82 －

特別損失合計 691 3

税金等調整前四半期純利益 4,331 5,547

法人税等 1,582 1,861

四半期純利益 2,748 3,685

非支配株主に帰属する四半期純利益 53 64

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,694 3,620
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 2,748 3,685

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △128 849

繰延ヘッジ損益 △10 15

為替換算調整勘定 － △1,351

退職給付に係る調整額 53 △119

持分法適用会社に対する持分相当額 △182 △163

その他の包括利益合計 △268 △769

四半期包括利益 2,480 2,915

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,425 2,850

非支配株主に係る四半期包括利益 54 65
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,331 5,547

減価償却費 987 1,372

のれん償却額 － 320

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △172

受取利息及び受取配当金 △122 △119

支払利息 45 62

持分法による投資損益（△は益） △192 △95

有形固定資産除売却損益（△は益） △31 0

関係会社株式売却損益（△は益） 600 －

貸倒損失 82 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,193 1,507

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,881 △7,633

仕入債務の増減額（△は減少） 2,312 2,871

その他 △1,622 △783

小計 4,690 2,877

利息及び配当金の受取額 127 121

利息の支払額 △38 △47

法人税等の支払額 △3,718 △2,454

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,061 496

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,106 △3,101

有形固定資産の売却による収入 1,537 17

無形固定資産の取得による支出 △321 △265

投資有価証券の取得による支出 △54 △2

関係会社株式の売却による収入 623 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
に対する前期未払分の支払による支出

－ △631

貸付けによる支出 △459 △61

貸付金の回収による収入 254 12

その他 49 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △477 △4,108

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,800 △4,233

長期借入れによる収入 － 9,714

長期借入金の返済による支出 △3,319 △427

自己株式の取得による支出 △279 －

配当金の支払額 △950 △990

非支配株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △12 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー 235 4,041

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △56

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 811 372

現金及び現金同等物の期首残高 6,424 7,771

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,236 8,143
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

消防車輌 防災 産業機械 環境車輌

売上高

外部顧客への売上高 18,511 12,884 3,929 7,061 42,386

セグメント間の内部売上高又は振替高 353 318 1 106 779

計 18,865 13,203 3,930 7,167 43,166

セグメント利益 2,467 966 236 859 4,530

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 4,530

セグメント間取引消去 5

棚卸資産の調整額 △4

四半期連結損益計算書の営業利益 4,531

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

消防車輌 防災 産業機械 環境車輌

売上高

外部顧客への売上高 30,409 12,181 2,933 7,293 52,817

セグメント間の内部売上高又は振替高 142 225 1 177 546

計 30,551 12,406 2,934 7,470 53,363

セグメント利益 3,685 716 27 811 5,241

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 5,241

セグメント間取引消去 5

棚卸資産の調整額 △18

四半期連結損益計算書の営業利益 5,227

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

１ 生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 30,201 +66.5

防災 8,921 +12.5

産業機械 2,881 △43.8

環境車輌 7,698 +4.7

合計 49,702 +28.9

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 金額は、販売価格で表示しております。

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 42,864 +49.7 26,469 +88.9

防災 5,168 △30.6 2,848 △24.0

産業機械 3,683 △18.1 2,392 △19.9

環境車輌 8,339 +10.6 4,359 +29.8

合計 60,056 +24.8 36,070 +49.6

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 金額は、販売価格で表示しております。

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４ 防災事業の防災機器部門は見込生産を行っているため、上記の実績には含まれておりません。

　

３ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 30,409 +64.3

防災 12,181 △5.5

産業機械 2,933 △25.3

環境車輌 7,293 +3.3

合計 52,817 +24.6

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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